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案

災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

東
九
州
自
動
車
道
や
中
津
日
田
道
路
を
は
じ
め
と
し
た
広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
各
種
産
業
の

集
積
を
促
し
、
広
域
的
な
観
光
交
流
を
下
支
え
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
復
旧
・
復
興
活
動
や
救
急
医
療

に
と
っ
て
も
不
可
欠
な
社
会
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
整
備
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
行
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
本
年
七
月
、
九
州
北
部
地
域
を
襲
っ
た
記
録
的
な
集
中
豪
雨
は
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
尊
い
人
命
と
多
く
の
貴
重
な
財
産
が
奪
わ
れ
た
。
中
で
も
、
本
県
北
西
部
で
は
、
最
初
の
豪
雨

被
害
か
ら
復
旧
・
復
興
に
向
け
動
き
出
す
さ
な
か
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
二
度
目
の
被
害
を
受
け
た
。
計
り

知
れ
な
い
悲
痛
な
思
い
は
、
「
も
う
涙
も
出
な
い
」
と
い
っ
た
住
民
の
声
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
集
中
豪
雨
災
害
で
は
、
県
内
の
国
県
道
で
二
百
十
四
箇
所
の
通
行
止
め
が
発
生
す
る
な
ど
、
各
地

で
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
通
行
止
め
が
長
期
に
渡
っ
た
箇
所
で
は
、
集
落
が
孤
立
す
る
事
態
を
招
く
の

み
な
ら
ず
、
早
期
復
旧
・
復
興
の
足
か
せ
と
も
な
っ
た
。
中
で
も
、
県
北
部
の
中
津
市
と
県
西
部
の
日
田
市

を
結
ぶ
国
道
二
一
二
号
や
、
熊
本
県
と
大
分
県
を
結
ぶ
国
道
五
七
号
な
ど
、
都
市
間
を
連
絡
す
る
唯
一
の
幹

線
道
路
の
麻
痺
は
、
住
民
の
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
観
光
や
産
業
な
ど
社
会
経
済
活
動
全
般
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。

大
規
模
災
害
時
の
救
急
救
命
活
動
や
復
旧
・
復
興
活
動
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
う
え
で
、
高
速
道
路
を

始
め
と
し
た
広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
、
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
の
辛
い
経
験
を
通
じ
て
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
、
中
津
日
田

道
路
の
部
分
供
用
区
間
が
、
被
災
し
た
国
道
二
一
二
号
の
迂
回
路
と
し
て
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
、
そ
の
役
割
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

わ
が
国
は
、
今
回
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
の
み
な
ら
ず
、
地
震
や
台
風
な
ど
様
々
な
自
然
災
害
が
多
発
す
る

厳
し
い
自
然
環
境
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
尊
い
人
命
と
貴
重
な
財
産
が
奪
わ
れ
る
辛
く
悲
し
い
経
験
を
繰
り

返
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
被
っ
た
災
害
の
経
験
を
教
訓
と
し
て
、
頻
発
す
る
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
に
、
災
害
発
生
時
の
速
や
か
な
救
急
救
命
活
動
や
復
旧
・
復
興
活
動
を
支
え
る
災
害
に
強
い
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

過
去
の
災
害
の
経
験
を
教
訓
と
し
て
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
を
進
め
る
た
め
の
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。
そ
の
う
え
で
、
特
に
次
の
三
項
目
に
つ

い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

ア

東
九
州
自
動
車
道
は
、
他
の
区
間
と
一
体
的
な
供
用
を
図
る
た
め
、
佐
伯
～
蒲
江
間
の
供
用
予
定
年

度
を
前
倒
し
し
て
、
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
に
県
内
の
全
区
間
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
。

イ

中
津
日
田
道
路
は
、
国
と
県
が
一
体
と
な
っ
て
早
期
全
線
完
成
を
目
指
し
、
中
津
市
内
の
事
業
中

区
間
に
つ
い
て
は
早
期
に
完
成
さ
せ
、
日
田
・
中
津
両
市
内
の
未
着
手
区
間
に
つ
い
て
も
早
期
に
調

査
を
完
了
し
直
ち
に
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
。

ウ

中
九
州
横
断
道
路
は
、
豊
後
大
野
・
竹
田
両
市
内
の
事
業
中
区
間
の
早
期
完
成
と
、
竹
田
～
熊
本

県
境
間
の
早
期
事
業
化
を
図
る
こ
と
。

二

通
行
止
め
に
よ
る
集
落
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
国
県
道
や
市
町
村
道
の
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め
る

た
め
の
十
分
な
予
算
を
確
保
し
、
地
方
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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